
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

―― 船は港にいるときが最も安全だが、それは船がつくられた目的ではない ――  

とはいいつつも 

令和５年度 無事 八千代中丸 一度、港へ 
令和５年度の修了式が３月２２日（金）行われました。約２００日の登校日に加えて、地

域の行事や部活動の大会なども含め、多く活動が１年間に催されました。３月は寂しいから
いやという人もいますが、３月は別れではなく旅だちの季節なのです。とはいえ、大過なく

今年度の修了式を迎えられることに感謝申し上げます。これは地域の方、保護者の方の見え
ざるご理解とご協力の賜物であります。八千代中学校を代表して、この紙面をお借りして衷

心よりお礼申し上げます。 

 

予餞会 
卒業証書

授与式が義
務教育９年間で最も儀式的で重要な行事で

あるのに対し、予餞会（よせんかい）はやや
くだけた行事となります。学校閉鎖で準備時

間が激減したなかでも実施までこぎつけた予餞会のようすを掲載します。 

 

４月の行事予定 

４月 ８日（月） 着任式・始業式 生徒会役員認証式 入学式準備 入学式 給食あり 

         PTA役員会 
４月１２日（金） １・２・３年学力テスト【予定】 

４月１５日（月） 第１回参観日 二計測（視力・聴力検査） 
４月１６日（火） 全国学力学習状況調査（生徒質問紙） 

４月１７日（水） 生徒会常任委員会 
４月１８日（木） 全国学力学習状況調査（国語・数学） 

４月１９日（金） 避難訓練 修学旅行結団式 各学級議案書審議 PTA常任委員会 
部活動後援会総会 

４月２２日（月） 修学旅行（３年生）HD６２便で羽田空港へ 

 

 

令和６年３月２２日（金） №１５ 校長 嘉藤 貴充 

 一日の暮れ 一年の暮れ  

今日も 今年も ありがとうございます 

 ←キタキツネ 



山﨑 千寿子教諭（ご退職） 

八千代中学校での 5年間、毎朝通勤時にす 

ばらしい日高山脈に元気をもらい、学校に着 
くと、生徒の皆さんの明るい声に元気づけら 

れました。特に音楽の授業では、本当に楽し 
く、感動の多い日々でした。歌唱できない時 

期もありましたが、この春は心躍る 
全校合唱卒業式となりました。皆さ 

んが将来の夢に向かって羽ばたいていけるよう遠くから祈っ 
ております。PTAの皆さま、および本校赴任前よりお世話 

になっております、八広そば会始め地域の皆様にも多大なる 
ご支援ご協力をいただきましたことにも感謝申し上げます。 

本当にお世話になりました。 

ご挨拶 
令和６年４月１日付けの異動で、本校から２名の職員が転出となります。また、山﨑教諭

が退職します。一般教職員の新聞報道発表は２５日（月）となっていることから、移動先の

学校名については、新聞等でご確認ください。 

 

 

  

 

 

 

石垣 大介教頭（帯広市内の学校へ転出） 

令和３年４月に着任してから、３年間、本校に勤務させていただきました。 

この間、保護者の皆様や地域の皆様に、日々の学校教育活動への、格別な 

るご理解とお力添えを賜りました。また、八千代中学校開校７０周 

年記念事業では、記念式典の開催ならびに協賛事業へのご協力をい 

ただき、心よりお礼申し上げます。 

 次の赴任地でも、皆様よりいただいたご厚情を 

励みに、感謝の心を忘れず、職務にあたりたいと 

決意しています。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

松本 純典教諭（帯広市内の学校へ転出） 

平成２８年４月、松葉杖をついたまま入学式に出 

たことを鮮明に覚えています。毎日正面に見える十 

勝ポロシリを見ながら通勤して８年間、八千代中に 

は大変長くお世話になりました。任期中には複式を 

２年経験させてもらい、卒業生も出させてもらい、 

部活動でも全国大会に連れて行ってもらいました。歳とともにポンコツにな 

っていくのを我慢してもらって勤務してまいりましたが、もう潮時というこ 

とで残り１年を帯広市内の中学校に拾っていただきました。迷惑をなるべく 

かけないように勤めたいと思います。８年間さまざまな点でご支援いただいた八広地域の皆様に、

返しきれない御恩を残して去って行くことをお許しいただきたく思います。長い間本当に有り難

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 


